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動動物物応応用用科科学学科科のの 33 つつののポポリリシシーー  
 

動物応用科学科の目的 
動物応用科学科では、動物に関わる生命科学を基盤として、人と動物のより良き関係を学び、人と動物の共生を目指

して、遺伝子レベルから生態系レベルに至る動物の保有する諸機能を人間生活に安全かつ効果的に活用するための知識

と技術を教授し、人と動物に関わる諸分野で活躍できる専門技術を備えた人材の養成を目的とする。 
 
１．ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

本学科の定めた教育課程に在籍し、本学科の目的に沿って設定した授業科目を履修し、基準となる単位数を修得する

ことが学位授与の要件である。修得すべき授業科目は、ICT を活用し講義、演習・実習、フィールドワーク・卒業論文等

の科目が含まれる。この卒業要件を満たすことで、「動物生命実践的ジェネラリスト」として、主体的に学び続け、他者

と協働してともに成長できる、次のような人物の育成を目標とする。 
DP1 知識・技能 
（1） 動物応用科学における基本的な知識を体系的に理解するとともに、基礎教育等を通じて、広い教養を習得し、 豊

かな人間性、社会性を身につけ、生命の尊厳を守り社会の中で生じる多様な課題を解決するために必要な知識や技

能を身につけていること。 
DP2 思考・判断・表現 
（2） 自分の意見を文書や口頭で表現し、それに対する相手の意見を理解することで、さまざまな問題を発見し、他者

と良好なコミュニケーションをとりながら解決策を導くことができること。 
DP3 態度・志向性 
（3） 動物応用科学科で獲得した知識や技能を活用し、自ら学びを深め、価値観や意見の異なるさまざまな人と協働し

て社会に役立てることができること。 
DP4 総合的な学習経験と創造的思考力 
（4） 獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、科学的根拠に基づいた人と動物と環境の共生に対する論理思考

と実証する方法を身につけており、自らが立てた新たな課題に、それらを適用し解決する能力を有していること。 
 

２．カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
動物にかかわる職務は世界規模での物資の流通や人間の移動に伴い多様化している。その一方で、業務自体は各々の

地域に根ざしたものであることからグローバルな視点を持って地域社会に貢献できることが必要となっている。 
本学科では ICT を利用した教育により、主体的・自律的な学習を促す教育によって、専門及び関連分野の幅広い知識

力と、地域に根差し現実的課題に対応した実践応用力を備えた「動物生命実践的ジェネラリスト」を育成し、社会で活

躍できる人材の輩出を目指す。 
そのため、1 年次、2 年次には、基礎教育的科目群を多く配置する。（DP2、3、4） 
同時に、実践的な対応力を養うための専門領域横断的な科目（専門基礎・専門共通）を多く配置し「動物生命実践的

ジェネラリスト」の基礎を形成する。（DP1） 
3 年次、4 年次は、研究室に所属しながら動物生命科学系と動物人間関係学系と専門共通系に区分けされた科目群をバ

ランス良く履修することで動物応用科学の研究室に依拠したそれぞれの専門を学びながら領域横断的な科目を学んで

「ジェネラリスト」として専門を実践に生かす応用力・問題解決能力を開発する。 
動物生命科学系科目群では、遺伝子から、細胞、組織・臓器、微生物、個体、群集、生態系までの種々の段階におけ

る生命現象を、保全・増殖、機能解析、利用・開発並びに人と動物に対する安全の観点から、分子から個体までの多様

なレベルで総合的に学ぶ。 
動物人間関係学系科目群では、伴侶動物、介在動物、野生動物、産業動物を対象に、人の福祉や教育現場に活用でき

る、動物の特性とその応用及び人と動物と環境の共生について学ぶ。 
 学年毎には以下のようなカリキュラム進行とした。 

（1） 1・2 年次は、 動物応用科学が目指す人と動物とのより良い共生のための幅広い科目を配当した。１年次前

期から生物学、化学、生態学などで基礎学力を身に付け、その後段階的に専門基礎科目を配当し、動物の形

態と機能、動物の特性及び基本的な病態について教育する。また、学科の学問領域を理解するための動物応

用科学概論、動物人間共生論、基礎ゼミなどを通じ、動物応用科学の広がりを認識し、修学意欲、社会貢献

への意識を高める。 
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（2） ３年次以降は、拡大・深化した動物応用科学の諸領域を動物の生命活動とその資源利用・開発に関わる動

物生命科学系科目群と、人と動物のより良き共生関係を目指す動物人間関係学系科目群、専門共通系科目群

に分け、それぞれをバランス良く学ぶことで領域横断的な能力を養う。 

（3） ４年次には、卒業論文等によりそれぞれの領域における動物応用科学の専門性の追求と、それを基礎とし

た人間社会への貢献の在り方を学ぶ。 

具体的には、社会最先端の実験手法、それを基にした動物機能性製品や新たな動物飼育法、社会調査、フィ

ールド・ワークを体験し、そのデータ解析やレポート作成・口頭発表などを通じて、最新の情報を社会へ発

信する能力、社会ニーズに対応するための問題発見・解決能力を身に付けてゆく。 

 
３． アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

本学科の目的を理解し、自ら学ぶ姿勢を持ち、本学での学習を通して、主体性を持って多様な人々と協働し、人と動

物と社会の接点で社会に貢献できる実践的ジェネラリストとしての能力を身に付け、動物応用科学の諸領域で能動的に

貢献する強い意志と意欲を持った人物を募集する。中でも次のような人物を求めている。 
（1） 問題意識を持ちチャレンジ精神が旺盛である人。 

（2） リーダーシップと協調性を有する人。 

（3） 動物応用科学の諸領域に主体的に興味を持ち続ける意欲のある人。 

上記の人物を求めるため、一般入試・センター試験利用入試を行う。また、思考力・判断力・表現力等の能力、さら

に協調性、主体性を持つ人物を選考するため、AO 入試、推薦入試を行う。 
 


